
№  754
2014

（平成26年）

広
報 【グラフ特集】徳島駅伝３連覇  32度目の総合優勝 2～3

住民税などの申告を忘れずお早めに 4～5
平成24年度決算報告 6～9
防災・災害対策への取り組み 10
みんなで知ろう! 「鳴門市自治基本条例」 11

情報ガイド　鳴門うずしお大使募集など　 16～19
すこやかライフ　ヘルシークッキング教室など 20
まちの出来事　SmartBEST出発式、初日の出凧揚げなど 21
鳴門市成人式 22～23
集まれちびっ子消防士！第２回消防フェアー 24

市からのお知らせ　臨時職員募集など 12～15

主な内容 ページ

徳島駅伝３連覇
走った、つないだ45区間271.3キロ

第60回記念徳島駅伝
32度目の総合優勝
■表紙の写真
1月６日、幸町新聞放送会館別館前で最終
走者の山岡選手を胴上げするチームメイト。

グラフ
特　集

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 2
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第60回徳島駅伝

新
春
の
阿
波
路
で
県
内
16
郡
市
が
白
熱
の

レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
第
60
回
記
念
徳

島
駅
伝
。
１
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、

45
区
間
２
７
１・３
㌔
を
鳴
門
市
が
14
時
間
39

分
31
秒
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
３
年
連
続
32
度

目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
総
合
２

位
に
は
10
年
ぶ
り
と
な
る
板
野
郡（
12
分
49
秒

差
）、
３
位
に
徳
島
市
、
４
位
は
阿
南
市
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳴
門
市
は
45
区
間
中
の
18
区
間
を
制
し
、

31
区
間
を
４
位
以
内
で
ま
と
め
る
安
定
感
の
あ

る
レ
ー
ス
運
び
。
２
日
目
を
板
野
郡
が
制
し
た

た
め
完
全
優
勝
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム

で
は
総
合
優
勝
の
ほ
か
、
女
子
総
合
で
２
位
と

健
闘
、
中
学
生
総
合
は
６
位
入
賞
、
個
人
で
は

最
優
秀
競
技
者
に
堀
選
手
が
、
優
秀
競
技
者
に

は
笠
原
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
６
人
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。（
左
記
参
照
）

　
ま
た
、
今
回
は
60
回
記
念
の
大
会
と
し
て
、

関
西
実
業
団
選
抜
チ
ー
ム
が
招
待
参
加
。
世

界
陸
上
女
子
マ
ラ
ソ
ン
３
位
の
福
士
加
代
子
選

手
や
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
野
口
み
ず
き
選
手

な
ど
、
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
39
人
が
大

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。（
以
下
敬
称
略
）

今年もやったぞ！
全45区間中の18区間を制し、２位に12分49秒の差をつけ32度目の優勝

招待選手の福士加代子選手と共に最後のテープを切る山岡雅義選手(右)

　チーム成績
　■女子総合　　２ 位
　■中学生総合　６ 位

　個人成績
　■最優秀競技者
　　堀　 正樹（大塚製薬陸上部）
　■優秀競技者（五十音順）
　　笠原 巧巳（立命館大）
　　金森 博

ひ ろ ゆ き

至（鳴門高）
　　寺西 雅俊（京都産業大）
　　廣瀬 憲太（大塚製薬陸上部）
　　山川 雄大（大塚製薬陸上部）
　　横瀬 春紀（第一中）

３連覇
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グラフ
特　集

第60回記念徳島駅伝
32度目の総合優勝

①横瀬から３区の山川へ。１～
　３区連続の区間賞でチームを
　勢いづけた。
②廣瀬から13区の山下へ。安定
　した走りで２位徳島市との差
　を広げた。
③郡から25区青野へ。女子も奮
　闘し、19～25区までを先頭で走
　り続けた。
④28区笠原は圧巻の６人抜きで、
　寺田へつないだ。
⑤序盤のリードをキープし、21区
　尾崎は先頭で木津野セブン前
　で待つ山下へ。周辺には大勢
　の市民が応援に駆けつけた。
⑥古田から最長14.4㌔40区の堀へ。
　堀は２位と１分30秒差をつけ、
　２つ目の区間賞を取った。

④

⑤

②③ ①

⑥
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申
告
が
必
要
な
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
く
て
も

住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
鳴
門

　
市
に
居
住
し
て
い
る
方
の
う
ち
平

　
成
25
年
中
に
営
業
、
農
漁
業
、
利

　
子
、
配
当
、
不
動
産
、
譲
渡
、
一

　
時
所
得
、
雑
所
得
が
あ
っ
た
方

▼
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
農
業･

不
動

　
産･

配
当
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
方

②
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
、
ま

　
た
は
、
年
末
調
整
後
、
内
容
に
変

　
更
が
あ
る
方

③
給
与
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が

　
20
万
円
未
満
の
方

▼
平
成
25
年
中
に
退
職
所
得
が
あ
り

　
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
方

 

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
印
鑑

▼
源
泉
徴
収
票
原
本
ま
た
は
支
払
調

書（
給
与
、公
的
年
金
、個
人
年
金
、

報
酬
な
ど
）

▼
満
期
保
険
金
な
ど
一
時
金
の
支
払

　
い
内
訳
書

申 告 期 間
２月14日（金）～
３月17日（月）

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
の

作
成
、申
告・納
税
が
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）｢

確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー｣

で
、
画
面
の
案
内
に

従
い
必
要
事
項
を
入
力
す
れ
ば
、税

額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
各
種

税
金
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算

書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し

た
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
使
い
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告･

納
税
な

ど
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
・
納
税
に
は
電

子
証
明
書（
※
）や
証
明
書
読
取

機
器
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
はｅ

－Ｔ
ａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.

go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
子
証
明
書
は
市
役
所
市
民
課

　
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
発
行
に

　
必
要
な
も
の
や
費
用
な
ど
、
詳

　
し
い
内
容
は
同
課（
☎
６
８
４
・

　
１
１
３
５
）へ
。

贈
与
を
受
け
た
方
は

申
告
と
納
税
が
必
要
で
す

　
平
成
25
年
中
に
、
個
人
か
ら
も

ら
っ
た
財
産
の
価
額
が
１
１
０
万

円
を
超
え
る
と
、
贈
与
税
の
申
告

と
納
税
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
に
つ
い
て
、
次
の
場
合
は
申

告
期
限
ま
で
に
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

①
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適
用

　
を
受
け
る
場
合

②
住
宅
取
得
等
資
金
の
非
課
税

　
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合

③
配
偶
者
控
除
の
特
例
の
適
用
を

　
受
け
る
場
合

公
的
年
金
な
ど
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
、
所
得
税
と
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
の
還

付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
２
つ
の
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
に
お
い
て

も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
税
に

関
す
る
こ
と
は
市
税
務
課
市
民
税

担
当（
☎
６
８
４・１
１
２
９
）へ
。

問 市役所税務課 市民税担当 ☎684・1129

所
得
税
・
贈
与
税
な
ど

住
民
税

住民税などの申告を
　　　忘れずお早めに

　平成25年中（平成25年１月１日～12月31日）の所得の申告時期となりました。
申告は平成2₆年度の住民税の課税や国民健康保険料･介護保険料･後期高齢者
医療保険料･保育料などの算定基礎となる非常に重要なものです。
　これらのサービスを受けている方は、収入がなくても必ず期間中に市役所
税務課へ申告してください。

写真：鳴門ウチノ海総合公園
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復
興
特
別
所
得
税
が
創
設

　
同
税
の
創
設
に
よ
り
、
平
成
25

年
分
か
ら
4₉
年
分
ま
で
の
各
年
分

に
つ
い
て
、
所
得
税
と
同
税
を
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
復
興
特
別
所
得
税
額
＝

　
基
準
所
得
税
額
×
２・１
％

平
成　
年
分
確
定
申
告
期
限

お
よ
び
納
付
期
限

◇
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、

　
贈
与
税
⋮
⋮
⋮ 

３
月
₁₇
日（
月
）

◇
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮ 

３
月
₃₁
日（
月
）

※
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
の

　
相
談
と
受
付
は
２
月
17
日（
月
）

　
か
ら
で
す
。
還
付
申
告
書
は

▼
営
業
所
得
や
農
業
所
得
、
不
動
産

　
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合
、
収
入
や

　
経
費
が
分
か
る
明
細
書
、
領
収
書

　
お
よ
び
そ
れ
ら
を
基
に
作
成
し
た

　
収
支
内
訳
書

　
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
の

　
必
要
書
類

▼
医
療
費
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
医
療
費
の
領
収
書
と
保
険
金
な
ど

　
補
て
ん
金
額
の
分
か
る
も
の

▼
社
会
保
険
料
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
申
告
者
お
よ
び
生
計
を
共
に
す
る

　
配
偶
者
や
親
族
に
係
る
保
険
料

　（
国
保
料
、国
民
年
金
保
険
料
、
任

　
意
継
続
保
険
料
な
ど
）の
納
付
・
控

　
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

▼
生
命
保
険
料
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
申
告
者
お
よ
び
扶
養
家
族
名
義
の

　
一
般
生
命
保
険・個
人
年
金
保
険・

　
介
護
医
療
保
険
支
払
証
明
書

▼
地
震
保
険
料
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
地
震
保
険
料
お
よ
び
旧
長
期
損
害

　
保
険
料
支
払
証
明
書

▼
寄
附
金
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
受
領
書
ま
た
は
証
明
書

▼
障
害
者
控
除
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

　
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
市
役

　
所
長
寿
介
護
課
発
行
の
障
害
者
控

　
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

▼
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
⋮
⋮
⋮

　
家
屋･

土
地
の
登
記
簿
謄
本
ま
た

　
は
抄
本
、
家
屋･
土
地
の
売
買
契

　
約
書
、
住
民
票
の
写
し
、
年
末
残

　
高
証
明
書
な
ど

　
収
入
が
公
的
年
金

　
の
み
の
場
合

　
平
成
25
年
中
の
収
入

が
公
的
年
金
の
み
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
、
住
民
税
が
減

額
あ
る
い
は
非
課
税
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。（
毎
年
申
告
を
し
て
い
な

い
方
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
）

①
年
金
の
扶
養
申
告
書
が
未
提
出
で
、

　
配
偶
者
控
除
や
障
害
者
控
除
、
寡

　
婦（
夫
）控
除
を
受
け
て
い
な
い
方

②
平
成
25
年
中
に
、
国
民
健
康
保
険

　
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

　
普
通
徴
収
で
納
め
た
方

　
１
月
か
ら
提
出
が
で
き
ま
す
。

※
贈
与
税
の
相
談
お
よ
び
受
付
は

　
２
月
３
日（
月
）か
ら
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
鳴
門
税
務
署

　
で
は
相
談
と
受
付
は
行
っ
て
い

　
ま
せ
ん
の
で
、
郵
送
ま
た
は
時

　
間
外
収
受
箱
な
ど
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

振
替
納
税
の
振
替
納
付
日

◇
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
₂₂
日（
火
）

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税

　
４
月
₂₄
日（
木
）

所
得
税
・
贈
与
税
な
ど
の
お

問
い
合
わ
せ
は
鳴
門
税
務
署

（
☎
６
８
５･

４
１
０
１
）へ
。

₂₅

住民税の申告・相談の日程と会場

瀬戸公民館 ２月14日（金）、1₇日（月）

北 泊 漁 協 ２月1₈日（火）

新鳴門漁協
室撫佐漁協

２月1₉日（水）［午前］
２月1₉日（水）［午後］

板東公民館 ２月2₀日（木）、 21日（金）

堀江公民館 ２月24日（月）、 25日（火）

大毛集会所 ２月26日（水）、 2₇日（木）

北灘公民館 ２月2₈日（金）、３月３日（月）

鳴門公民館 ３月４日（火）

里 浦 漁 協 ３月５日（水）

市 役 所
本 庁 舎
税 務 課

３月６日（木） 木津・南浜・斎田

３月７日（金） 黒崎・桑島

３月1₀日（月） 林崎・北浜・立岩

３月11日（火） 岡崎・弁財天・里浦・粟津

３月12日（水） 大幸・段関・備前島

３月1₃日（木） 木津野・大代

３月14日（金） 吉永・矢倉

３月1₇日（月） 長江・徳長

受付時間：午前９時₃₀分～午後４時

■控除証明書
（社会保険料、国民年金保険料）
　確定申告の際に必要となりますので、
大切に保管してください。
　また、納付済額や見込額以上に保険料
を納付した場合は、保険料の領収証書を
申告書に添付してください。
問 控除証明書専用ダイヤル
　 ☎0570･070･117

■源泉徴収票（公的年金）
　老齢（退職）年金を受け取った方には、
１月に公的年金などの源泉徴収票が日本
年金機構から送られています。この書類
は、確定申告の際に必要となりますので
大切に保管してください。
※障害年金や遺族年金は、課税の対象外
　となるため、源泉徴収票は発行してい
　ません。
問 徳島北年金事務所 ☎655・0200

必ず保管してください
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　平成24年度の一般会計や特別会計、企業会計の決算がまとまりましたので、
その概要をお知らせします。 （金額は千円以下を四捨五入）

歳
入
歳
出
と
も
に

前
年
度
よ
り
減
少

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
３
２
億
３
２
３
３
万
円

（
前
年
度
比
12
億
２
１
７
４
万
円
減
）、
歳

出
は
、
２
２
６
億
３
２
０
３
万
円（
前
年

度
比
13
億
４
５
６
５
万
円
減
）と
な
り
、

歳
入
歳
出
と
も
に
平
成
23
年
度
よ
り
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
耐
震
化

推
進
事
業
や
消
防
庁
舎
建
設
事
業
、
緊
急

雇
用
対
策
事
業
の
減
、
市
立
工
業
高
校
の

閉
校
な
ど
に
よ
り
、
歳
出
お
よ
び
こ
れ
に

伴
う
歳
入
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

歳
入
決
算
の
概
要

市
　
税 

　
→

　
固
定
資
産
税
が
減
額
し
た
も
の
の
、
法

人
市
民
税
の
増
額
な
ど
に
よって
、
前
年
度

か
ら
約
３
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
　
→

　
市
立
工
業
高
校
閉
校
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
か
ら
約
３
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

平成24年度決算報告

国
庫
支
出
金
　
→
（
注
１
）

　
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
交
付
金
や｢

耐

震
改
修
等
事
業
費
補
助
金｣

の
減
額
な
ど

に
伴
い
、
前
年
度
か
ら
約
１
億
５
千
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金
　
→
（
注
２
）

　｢

緊
急
雇
用
対
策
事
業
補
助
金｣

の
減
額

な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
約
２
億
９
千
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

市
　
債
　
→（
注
３
）

　
借
換
債（
注
４
）の
減
額
な
ど
に
よ
り
前

年
度
か
ら
約
１
億
３
千
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
の
概
要

人
件
費
　
→

　
職
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
か
ら

約
６
億
３
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

扶
助
費
　
→

（
注
５
）

　
生
活
保
護
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
約
１
億
７
千
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

公
債
費
　
→（
注
６
）

　
借
り
換
え
に
伴
う
償
還
の
減
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
約
６
億
９
千
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
　
→（
注
７
）

　
人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費
の
合
計
で

あ
り
、
前
年
度
か
ら
約
11
億
５
千
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

補
助
費
等
　
→

（
注
８
）

　
市
営
バ
ス
事
業
の
清
算
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
か
ら
約
５
億
５
千
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
　
→（
注
９
）

　
学
校
耐
震
化
推
進
事
業
や
消
防
庁
舎
建

設
事
業
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら

約
６
億
６
千
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

お問い合わせ
一般・特別会計… 市役所財政課 ☎ 684･1221
企業会計………… 企業局水道事業課 ☎ 685･3330

平成25年１月に完成した新消防庁舎

市税
80億8,877万円

（34.8％）

44.6％
55.4％

依存財源その他
10億296万円（4.3%）

自
主

財

源

依
存

財

源

県支出金
16億2,166万円

（7.0%）

自主財源その他 8億4,392万円（3.6％）

諸収入
4億8,353万円

（2.1％）
繰入金

 5億9,661万円（2.6％）
使用料･手数料

3億4,892万円（1.5%）

地方交付税
39億8,807万円（17.1%）

国庫支出金
31億2,859万円

（13.5%）

市債
31億2,930万円

（13.5%）

232億
3,233万円

226億
3,203万円33.6％ 59.1％

その
他
経
費

義 務
的
経
費

投資的経費
7.3％

人件費
49億870万円

（21.7％）

扶助費
50億3,632万円

（22.3％）

公債費
34億2,144万円

（15.1％）

普通建設事業費
16億2,752万円

（7.2%）

災害復旧
事業費
1,978万円

（0.1%）

物件費
24億3,028万円

（10.7%）

維持補修費
3億3,196万円（1.5%）

貸付金
9,000万円（0.4%）

積立金 
7億7,110万円（3.4%）

補助費等
13億6,159万円（6.0%）

繰出金
26億3,334万円

（11.6%）
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■ 一般会計　歳入総額　232億3,233万円

■ 一般会計　歳出総額　226億3,203万円

平成24年度決算報告

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
形
式
収
支

は
６
億
3₀
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
基
金（
家
計
で

い
う
預
貯
金
）や
市
債（
家
計
で
い
う
借
入

金
）を
活
用
し
、
収
支
を
保
っ
て
い
る
状

態
で
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
は

続
い
て
い
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
で
一
般
会
計

の
主
な
内
訳
と
、
特
別
・
企
業
会
計
の
詳

細
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

用 語 解 説
■ 国庫支出金（注１）…国庫補助
金・国庫負担金など国が使途を特
定して交付する資金

■ 県支出金（注２）…県が使途を
特定して交付する補助金・負担金
などの資金

■ 市債（注３）…建設事業などに
充てるための借入金

■ 借換債（注４）…過去に発行し
た地方債の借り換えを行ったもの

■ 扶助費（注５）…生活保護費や
福祉施設での高齢者や障がい者の
支援などに必要な費用

■ 公債費（注６）…市債の返済に
充てる元金と利子

■ 義務的経費（注７）…人件費や
借金返済など、必ず支払わなけれ
ばならないお金

■ 補助費等（注８）…他の地方公共
団体や民間に対して、交付される
現金的給付に係る経費（主に、講師
謝金などの報償費、保険料などの
役務費、負担金・補助金および交
付金など）

■ 投資的経費（注９）…　道路整
備や施設建設、災害復旧などに使
うお金

市税
80億8,877万円

（34.8％）

44.6％
55.4％

依存財源その他
10億296万円（4.3%）

自
主

財

源

依
存

財

源

県支出金
16億2,166万円

（7.0%）

自主財源その他 8億4,392万円（3.6％）

諸収入
4億8,353万円

（2.1％）
繰入金

 5億9,661万円（2.6％）
使用料･手数料

3億4,892万円（1.5%）

地方交付税
39億8,807万円（17.1%）

国庫支出金
31億2,859万円

（13.5%）

市債
31億2,930万円

（13.5%）

232億
3,233万円

226億
3,203万円33.6％ 59.1％

その
他
経
費

義 務
的
経
費

投資的経費
7.3％

人件費
49億870万円

（21.7％）

扶助費
50億3,632万円

（22.3％）

公債費
34億2,144万円

（15.1％）

普通建設事業費
16億2,752万円

（7.2%）

災害復旧
事業費
1,978万円

（0.1%）

物件費
24億3,028万円

（10.7%）

維持補修費
3億3,196万円（1.5%）

貸付金
9,000万円（0.4%）

積立金 
7億7,110万円（3.4%）

補助費等
13億6,159万円（6.0%）

繰出金
26億3,334万円

（11.6%）
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■ モーターボート競走事業
　ナイターレースを含む場間場外発売を 169 日実施
したほか、外向発売所エディウィン鳴門にて、ナイ
ターレースを含む 4 場併売を年間を通じて行うなど、
積極的な事業展開を図りました。
　年間開催日数は156日で、入場人員は214,573人。

舟 券 売 上 金 189 億 485 万円 3.0％増
総  収  益  額 425 億　793 万円 6.6％増
総  費  用  額 419 億 9,537 万円 6.2％増
純  利  益  額 　５億 1,256 万円

一般会計への繰出金 5,000 万円 前年同額

前年度比

総  収  益  額 12 億　134 万円 2.8％減
総  費  用  額 11 億 6,081 万円 0.9％増
純  利  益  額 4,053 万円

■ 水道事業 前年度比

給水人口　61,536 人
給水量（有料分）　906 万 1152 ㌧（1.9％減）

■ 運輸事業

輸送人員　28 万 1,813 人

総  収  益  額 2 億　　69 万円 10.1％減
総  費  用  額 2 億 1,925 万円 1.5％減
純  損  失  額 1,856 万円

前年度比

企 業 会 計

■ 総務費

 ▼  地方バス路線維持費補助金 …………  7,249万円

 ▼  公共交通対策事業 …………………… 3,473万円

 ▼  運輸事業会計清算事業 ……………7億1,130万円 

 ▼  里浦小学校屋上フェンス整備事業 … 1,300万円

 ▼  「第九」アジア初演ブランド化推進事業 … 183万円

 ▼  国民文化祭開催事業 …………………… 786万円

■ 民生費

 ▼  高齢者無料バス事業 ………………… 3,706万円

 ▼  女性子ども支援事業 ………………… 1,221万円

 ▼  民生児童委員活動事業 ……………… 1,232万円

 ▼  障がい者自立支援事業 …………  8億3,691万円

 ▼  生活保護費支給事務 …………… 13億3,529万円

 ▼  児童扶養手当支給事務 …………  2億4,982万円

 ▼  乳幼児等医療費助成事業 …………1億6,412万円

 ▼  次世代育成支援対策施設整備事業 ……… 9,925万円

 ▼  放課後児童健全育成事業 …………… 6,721万円

 ▼  子ども手当交付事業 ………………9億2,044万円

■ 衛生費

 ▼  合併処理浄化槽普及促進事業 ………… 791万円

 ▼  ごみ焼却施設管理事務 ……………3億5,471万円

 ▼  資源ごみ対策事業 …………………… 1,379万円

 ▼  救急医療対策事業 …………………… 1,590万円

 ▼  予防接種事業 ………………………… 7,160万円

 ▼  がん検診事業 ………………………… 2,098万円

■ 労働費

 ▼  緊急雇用対策事業 …………………… 9,728万円

■ 農林水産業費

 ▼  新規就農総合支援事業 ……………… 2,025万円

 ▼  農業基盤整備事業 …………………… 4,359万円

 ▼  水産業ブランド推進・沿岸漁業等振興事業 1,635万円

■ 商工費

 ▼  地域経済活性化推進事業（エコノミックガーデニング） 259万円

 ▼  企業誘致推進事業 …………………… 1,707万円

 ▼  金融対策事業 ………………………… 8,021万円

 ▼  モノレール「すろっぴー」更新事業 … 3,225万円

 ▼  阿波踊り振興事業 …………………… 1,205万円

■ 土木費
 ▼  木造住宅耐震診断・改修支援事業 …… 993万円

 ▼  道路維持補修 ……………………… 　8,490万円
 ▼  道路橋梁耐震化・長寿命化事業 …… 5,077万円

 ▼  四国横断自動車道周辺対策・整備支援事業 … 7,070万円

 ▼  排水機場樋門整備・管理事業 ……2億1,168万円

 ▼  河川改良事業 ………………………… 7,475万円

■ 消防費

 ▼  消防庁舎太陽光発電設備整備事業 … 2,062万円

 ▼  消防庁舎建設事業 …………………1億2,681万円

■ 教育費

 ▼  学校施設耐震化推進事業 …………6億　681万円

 ▼  鳴門市第一中学校校舎改築事業 …… 2,047万円

 ▼  学校施設整備事業 …………………… 7,668万円

 ▼  要保護・準要保護児童生徒就学援助事業 3,797万円

主な使い道
一 般 会 計

地方公共団体が運営する地方公営企業（企業局分）における会計
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右
表
の
と
お
り
、平
成
24
年
度
決
算

に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
に
つ

い
て
は
、若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、地
方
自
治
体
の
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
示
す
指
数
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
経
常
収
支
比
率
は
９
３・１
％
と
、前

年
度
か
ら
０・４
％
上
昇
し
て
お
り
、今

後
も
扶
助
費
や
公
債
費
、他
会
計
繰
出

金
な
ど
の
増
大
に
よ
り
上
昇
傾
向
が
続

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、公
共
施
設
の
耐
震
化
や
防
災・

減
災
対
策
事
業
な
ど
、緊
急
性
の
高
い

課
題
に
対
し
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、よ
り
一
層
厳
し
い

財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、今
後
も
引
き
続
き
、行
財
政

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、財
政
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

※－は黒字のため実質赤字・連結実質赤字比率がないことを表します。
　また、かっこ内は黒字の比率をマイナス標記で示しています。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
議
会
に
報
告

し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
健
全
化
判
断
比
率

の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
や
財
政

再
生
基
準
を
超
え
た
場
合
、
財
政
健
全
化

を
図
る
た
め
の﹁
財
政
健
全
化
計
画
﹂あ
る

い
は﹁
財
政
再
生
計
画
﹂を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
ま
た
、
一
部
の
市
債
発
行
が
制

限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
本
市
の
平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
４
指

数
は
、
元
利
償
還
金
や
退
職
手
当
負
担
見
込

の
減
少
に
よ
り
、
全
て
の
指
数
に
若
干
の
改

善
が
見
ら
れ
、
健
全
化
計
画
の
策
定
や
外
部

監
査
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
早
期
健
全
化
団

体
の
基
準
を
下
回
って
い
る
も
の
の
、
今
後
も

引
き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

決
算
数
値

平成24年度 － %
（△3.52%）

－ %
（△50.98%） 15.3% 124.0%

平成23年度 －%
（△2.84%）

－%
（△35.79%） 15.5% 124.3%

早期健全化基準 12.92% 17.92% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.00% 30.00% 35.0%

平成24年度決算報告

■ 公共下水道事業 ………差引額  2,187万円
【歳　入】　9億8,169万円

　 ▼国庫支出金 ……………… 2億8,500万円（29.0％）

　 ▼一般会計からの繰入金 … 3億1,009万円（31.6％）
【歳　出】　9億5,982万円

　 ▼建設費 …………………… 6億1,549万円（64.1％）

■ 国民健康保険事業 ……差引額  8,684万円
【歳　入】　78億4,816万円

　 ▼国民健康保険料 ……… 16億1,612万円（20.6％）

　 ▼一般会計からの繰入金 … 5億　355万円（ 6.4％）
【歳　出】　77億6,132万円

　 ▼保険給付費 …………… 52億2,585万円（67.3％）

■ 後期高齢者医療 ………差引額  1,912万円
【歳　入】　7億6,619万円

　 ▼後期高齢者医療保険料 … 5億3,640万円（70.0％）

　 ▼一般会計からの繰入金 … 2億1,284万円（27.8％）
【歳　出】　7億4,707万円

　 ▼広域連合納付費 ………… 7億1,106万円（95.2％）

■ 介護保険事業 ……………差引額  6,300万円
【歳　入】　55億1,792万円

　 ▼介護保険料 ……………… 8億7,658万円（15.9％）

　 ▼一般会計からの繰入金 … 7億9,170万円（14.3％）
【歳　出】　54億5,492万円

　 ▼保険給付費 …………… 51億8,722万円（95.1％）

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

公設地方卸売
市 場 事 業 2,139万円 2,106万円 33万円

産 業 団 地
開 発 事 業 5,885万円 5,877万円 8万円

住宅新築資金
等 貸 付 事 業 2,298万円 2,226万円 72万円

光 熱 水 費 等
支 　 　 　 出

5億
1,657万円

5億
1,657万円 0万円

給与費等管理 49億
2,342万円

49億
2,342万円 0万円

公 債 費 管 理 38億
1,203万円

38億
1,203万円 0万円

特別会計
一般会計と別に設けられ、独立した経理管理が行なわれる会計

健
全
化
判
断
比
率
が
若
干
の
改
善

今
後
も
積
極
的
な
行
財
政
改
革
の
実
行
を

平
成
₂₄
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
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　家具類の転倒や落下は、家具の下敷きになって負傷
したり、割れた食器やガラスでけがをしたり、逃げ道
をふさいだりするなど、いろいろな危険をもたらしま
す。この機会に当事業を活用し、地震に備えましょう。
　市では震災時の家具転倒事故などを防止するため、
右記の条件を満たす世帯に対し、ご家庭の家具に転倒
防止器具の設置を無料で行っています。２月28日（金）
までに市役所危機管理課（☎684・1711）へお申し込み
ください。

条件に該当しない方は………………………………
　家具転倒防止器具はホームセンターなどで購入でき
ます。各家庭において家具類の転倒落下などによる危
険を解消するため、家具類の固定をお願いします。

家具転倒防止器具を設置していますか？

徳
島
県
・
鳥
取
県
市
長
会

　
大
規
模
災
害
な
ど
の
危
機
事
象
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
都
市
間
連
携

に
よ
る
協
力
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

徳
島
県
市
長
会
と
鳥
取
県
市
長
会
が

相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
両
県
の
市
長
会
を

構
成
す
る
市
に
お
い
て
危
機
事
象
が

発
生
し
、
被
災
市
単
独
で
十
分
な
応

急
対
策
が
実
施
で
き
な
い
場
合
、
被

災
市
の
要
請
に
応
じ
、
物
資
な
ど
の

供
給
や
職
員
の
派
遣
な
ど
、
救
援
活

動
や
復
旧
対
策
を
円
滑
に
遂
行
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
12
月
25
日
締
結
）

● 

徳
島
県
市
長
会
会
員（
徳
島
市
、

鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
阿
南
市
、
吉

野
川
市
、美
馬
市
、阿
波
市
、三
好
市
）

〇 

鳥
取
県
市
長
会
会
員（
鳥
取
市
、

米
子
市
、
倉
吉
市
、
境
港
市
）

■ 対象世帯 
以下の方を含む世帯（いずれか）

①65歳以上の方
②要支援・要介護のいずれかの認定を受けた方
③身体障害者手帳の交付を受けた方
④療育手帳の交付を受けた方
⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方
⑥未就学児（小学校入学前）
※過去に当事業を利用された世帯は対象外。

お申し込みは
２月28日まで！

　
市
で
は
、
市
内
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
ま
た
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
実
現
す
る

た
め
、
近
隣
お
よ
び
遠
隔
地
に
位
置
す
る
他
自
治
体
と
の
相
互
応
援
協

定
や
、
民
間
事
業
者
と
の
災
害
協
力
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
次
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

災
害
に
備
え
協
定
を
締
結

防
災
・
災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み

問 

市
役
所
危
機
管
理
課

　 

☎
６
８
４･

１
７
１
１

※
本
市
と
鳥
取
県
境
港
市
は
、
平
成

　
25
年
２
月
14
日
に
災
害
時
応
援
協

　
定
を
個
別
に
締
結
し
て
い
ま
す
。

（一社
）徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
鳴
門
地
区
会

　
地
震
・
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
、
市
か
ら
の
応
急

生
活
物
資
の
協
力
要
請
に
対
し
、
物

■調印するエルピーガス協会 綾野哲也
　鳴門地区長（写真右）と泉市長

資
の
優
先
供
給
お
よ
び
運
搬
な
ど
の
協

力
を
い
た
だ
け
る
旨
の
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

（
平
成
25
年
12
月
16
日
締
結
）

ダ
イ
キ
株
式
会
社

　
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
市
が
実
施
す

る
各
種
物
資
の
調
達
に
つ
い
て
、
ダ

イ
キ
株
式
会
社
が
調
達
可
能
な
資
機

材
や
衛
生
用
品
、
生
活
用
品
な
ど
を

優
先
的
に
市
に
提
供
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
平
常
時
に
市
が
実
施
す
る
防

災
展
な
ど
の
防
災
啓
発
活
動
に
つ
い

て
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
旨
の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

（
平
成
25
年
12
月
17
日
締
結
）

■協定書を持つダイキ株式会社 矢野
　健治経営企画室長（写真右）と泉市長
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問 市役所市民協働推進課  ☎₆₈₄・₁₂₀₀  FAX  ₆₈₄・₁₃₃₆
　 Eメール shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

住み良いまちづくりを目指して
　地区内の町内会をはじめ、婦人会、老人会などの各種団体が連携し
て組織する地区自治振興会。各団体の会員に限らず、地区住民であれ
ば、誰もがその活動に参加することができます。

　平成６年から８年にかけて市内全域で結成されて以来、「自分たちの住
むまちをより良くしよう」と、地区住民がボランティアで積極的な活動を
行っています。

自分も地域のために
　一人の力は小さくても、地区自治振興会の活動への参加を通じ
てみんなの力が合わされば、さらに魅力のある地域となります。
　「自分も地域のために」、そんな市民の皆さん一人一人の思いが、
これからもまちづくりの原動力となり、自治基本条例が目指す「市
民が主役のまちづくり」へとつながっていきます。

地域で育まれる「つながり」
　地区住民の自発的な活動により、美しく保たれた街並みが地域
に「やすらぎ」を、高齢者の見守りや登下校時のパトロール活動な
ど住民同士の支え合いが地域に「安心感」を与えてくれます。また、
各種イベント開催を通じて、世代を越えた親睦も深まり、地区自
治振興会によって地区住民がひとつにつながります。
　活動を通じて生まれる多くの出会いが、住み慣れた地域で、い
つまでも安心して暮らすための「絆」と「人と人とのつながり」を育
んでいきます。

写真説明（行事名／地区）　
１ ジングルベルマラソン大会／堀江　 ２ コミュニ
ティのつどい／瀬戸　３ 第九の里コンサート／板東
４ 黒崎っ子花まつり／黒崎　５ 避難路の整備／中央
６ ＥＭダンゴ作り／鳴門西　７ 交通安全キャンペーン
／大津　８ グラウンドゴルフ大会／川東　９ 花火大
会／桑島　1₀  わんぱく相撲大会／木津神　11  早朝さ
わやか清掃／鳴門東　12  不法投棄ごみ撤去／里浦
1₃  防災訓練／斎田　14  北灘まつり／北灘

みんなで知ろう！『鳴門市自治基本条例』連載

～地区自治振興会のまちづくり～
活動状況

自分たちの地域は自分たちで
　「自分たちの地域は自分たちでつくりあげる」を合言葉に、地区住民
自らが考え、市内14地区でそれぞれの特色を生かしたまちづくりが進ん
でいます。その活動は、次のように多岐にわたります。

　　　　　　 地区内の除草・清掃作業やＥＭを活用した
　　　　　　 水路などの水質改善、不法投棄ごみの撤去など

　　　　　　 独居老人宅への慰問やお弁当の配布、ウォーキ
　　　　　　 ング大会、グラウンドゴルフ大会の開催など

　　　　　　 子どもたちの見守り活動をはじめ、防災用具の
　　　　　　 充実、避難訓練など

　　　　　　 地区に伝わる踊りの伝承や文化展・芸能祭の
　　　　　　 開催、三世代が集える交流イベントの開催など
※２月９日の「市民活動交流研修会」で､活動報告を行います。（Ｐ14掲載）

環境美化

福祉・体育
健康づくり

安全・防災

文化・地域
交流

地域のみんながひとつにつながる

１ ２

３ ４

５ ６

８７

９

1211

1₀

141₃
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【と　き】 ２月22日（土）
 午前1₀時～午後０時3₀分

【ところ】 うずしお会館２階会議室
 ※市役所駐車場をご利用ください
　講演後、医師、理学療法士、管理栄養士などの
専門家が無料で健康相談をお受けします。お気軽
にご相談ください。

【講演内容】
骨粗しょう症について
講師：鳴門病院  副院長  邉

へん
見
み

 達彦 氏

今からでも遅くない!!
骨を丈夫にする運動
講師：鳴門病院
リハビリテーション部士長 中村 武司 氏

問 市役所健康づくり課 ☎684・1137
鳴門市・徳島県鳴門病院連携事業
市民実践講座「丈夫な骨をつくるために」

入場無料

鳴
門﹁
第
九
﹂を
歌
う
会

県
内
初
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門﹁
第
九
﹂を
歌
う
会

が
、
平
成
25
年
11
月
25
日
、
県
庁
で
県

内
初
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
証
の

交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
う
ち
公
益
的
な
活
動
な
ど
を
行
う
団

体
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
法
人

に
つ
い
て
都
道
府
県
ま
た
は
政
令
指
定

都
市
か
ら
認
定
さ
れ
ま
す（
認
定
期
間

は
５
年
間
）。

　
こ
の
認
定
に
よ
り
、
同
会
が
行
う
特

定
非
営
利
活
動
事
業
に
対
し
、
個
人
や

法
人
な
ど
が
寄
付
を
し
た
場
合
、
税
制

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、﹁
第
九
﹂交
響
曲
ア
ジ
ア
初
演

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
同
会
の
活
動

に
賛
同
し
寄
付
い
た
だ
く
皆
さ
ん
と
共

に
、
記
念
事
業
を
充
実
し
た
も
の
と
す

る
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

問 

市
役
所
文
化
交
流
推
進
課

　 

☎
６
８
４・１
１
９
９

ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年
に
向
け

協
議
会
を
設
置

　
平
成
25
年
12
月
2₀
日
、﹁
ア
ジ
ア
初
演

﹃
な
る
と
第
九
﹄ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
﹂の
設
立
総
会
が
、
市
共
済
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
行
政
や
教
育
・
経
済
・

観
光
団
体
な
ど
、
46
団
体
で
構
成
。

２
０
１
８
年（
平
成
3₀
年
）に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の﹁
第
九
﹂交
響
曲
ア
ジ
ア
初
演

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
本
市
で
、﹁
第
九
﹂

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り
組
み
や

１
０
０
周
年
に
向
け
た
記
念
事
業
な
ど

を
実
施
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
協
議
会
の
下
部
組
織
と
し

て
、﹁
環
境
整
備
﹂、﹁
教
育
﹂、﹁
観
光
・
広

報
﹂、﹁
ア
ジ
ア
初
演
１
０
０
周
年
演
奏

会
運
営
﹂の
４
部
会
を
組
織
。
25
年
12

月
24
日
に
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

合
同
専
門
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
４
専
門
部
会
と
推
進
協
議
会

で
協
議
し
、
基
本
計
画
は
26
年
７
月
を

め
ど
に
、
実
施
計
画
は
27
年
３
月
を
め

ど
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

アジア初演「なると第九」ブランド
化推進協議会の設立総会

認定式で飯泉知事から認定証
を受け取る、鳴門「第九」を歌
う会の大塚道子理事長

2018年、ベートーヴェン「第九」交響曲
アジア初演100周年を迎えます



①一般事務
【募集人員】 35人程度
【業務内容】 市役所、市の出先機関で事務の補助など
【雇用期間】 平成26年度中の６カ月以内（更新の場合あり）
【応募資格】 パソコンの入力操作ができる方で、普通自
　　　　　  動車免許を持つ方

【選　　考】 ２月15日（土）に事務能力・面接審査
【申し込み】 ２月12日（水）［必着］までに、市役所人事課
　　　　　 （☎684・1122）へ。

②給食調理補助員
【募集人員】 47人程度
【業務内容】 市内小中学校、大麻学校給食センターで
　　　　　 の給食調理補助、配膳準備、洗浄などの
　　　　　 補助的業務

【雇用期間】 ４月１日から６カ月間（更新の場合あり）
【選　　考】 ２月20日（木）午前９時から書類・面接審査
【申し込み】 ２月７日（金）［必着］までに、市教育委員
　　　　　 会教育総務課（☎686･8801）へ。

③学校用務員
【募集人員】 ８人程度
【業務内容】 市内小中学校、幼稚園での環境整備業務と
　　　　　 その他業務

【雇用期間】 ４月１日から６カ月間（更新の場合あり）
【選　　考】 ２月13日（木）午前10時から書類・面接審査
【申し込み】 ２月５日（水）［必着］までに、市教育委員会
　　　　　 教育総務課（☎686･8801）へ。

④学校図書館サポーター
【募集人員】 ６人程度
【業務内容】 小中学校の学校図書館運営の支援
【応募資格】 指定する学校に勤務可能で、図書ボラン
　　　　　 ティアなどの経験がある方

【雇用期間】 ４月１日から６カ月間（更新の場合あり）
【勤務日数】 年間120日（１日３時間30分程度）
【選　　考】 書類・面接審査
【申し込み】 ２月10日（月）［必着］までに、所定の申込
　　　　　 書に加え、小学生向けに本を紹介する広
　　　　　 告（A4版）を作成し、市教育委員会学校教
　　　　　 育課（☎686・8802）へ。
※募集要項と申込書は学校教育課でお渡しします。

⑤青少年健全育成推進員
【募集人員】 １人程度
【業務内容】 青少年の健全育成を目的とした、市内巡回・
　　　　　 補導活動や悩み相談活動など

【応募資格】 小・中学校の教員免許と普通自動車免許
　　　　　 を持つ方

【雇用期間】 ４月１日から平成27年３月31日まで
【選　　考】 ２月下旬に面接審査
【申し込み】 ２月３日（月）～14日（金）に、市教育委員
　　　　　 会教育支援室（☎686･8805）へ。

一緒に働いてみませんか？
臨時職員募集

■ 申込方法
　市販の履歴書（写真貼付）と80円切手を貼付した返
信用封筒、⑤のみ教員免許と普通自動車免許の写し
を添えて、各申し込み先へ郵送または持参で提出し
てください。

▼  提出先住所
　①…………〒772-8501 撫養町南浜字東浜170番地
　②③④⑤…〒772-0003 撫養町南浜字東浜31番地36

～ 鳴門のこれからのこと、楽しく真面目に話しませんか ～

なるとワールドカフェ
　ワールドカフェとはカフェのようなリラックスした雰囲気
で、自由に楽しく対話をし、参加者の意見や知識を集
める手法です。参加者からは、「楽しく話せて多くの人と
交流できた」との声も。若い世代の方々で鳴門のこれか
らのことを一緒に話してみませんか。

【 テ ー マ 】 鳴門の活性化策について
【対象／定員】 鳴門市内に在住、または関わりのある
　　　　　　 18～45歳の方／先着20人

【申込方法】 ３月14日（金）までに市企画課へ応募用紙
を持参、メールまたは郵送いただくか、電話、メー
ルまたはファクスで氏名、住所、電話番号、生年月日、
鳴門市に在住か関わりがあるかをお伝えください。
※応募用紙は市役所本庁舎１階案内と２階企画課に
　配置、市公式ウェブサイトからも取得できます。

【問・申込先】 市役所企画課  ☎684・1713
FAX684・1336　Eメール kikaku@city.naruto.lg.jp

第３回 と　き  ３月15日（土）午後２時～５時
ところ  大道銀天街ひかりやギャラリー

※託児所あり
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■４月1日から手数料が変わります
　市民課で発行する一部証明書の交付手数料が、
４月１日から下表の通り変わります。

　当初、軽自動車登録時の住民票などの提出は法的
に義務化されておらず、審査時の便宜的な措置とし
て軽自動車税申告用と表記し、無料交付してきまし
た。しかし、現在では住民票などの提出が法的に義
務化されているため、一般の住民票の交付と同様の
取り扱いを行うものです。
※自動交付機を利用するには暗証番号の登録された
　「なると市民カード」が必要です。このカードは市
　民課で発行しています。

問 市役所市民課 ☎684・1135

■軽自動車・原付の廃車手続きは３月中に
　軽自動車税は４月１日の時点で課税台帳に登載さ
れている軽自動車・原動機付自転車などの所有者に
課税されます。使用不能状態の車や盗難などで紛失
した車は廃車手続きを、また、車を譲った場合は名
義変更手続きを３月31日（月）までに済ませてくださ
い。年度末は窓口が混み合いますので、
お早めの手続きにご協力をお願いします。

【手続き方法】
①原動機付自転車（125㏄以下）・小型特殊自動車……

ナンバープレート（紛失された場合は、手数料300
円が必要）、印鑑を持って市役所税務課（☎684・
1070）へ。

②軽自動車・軽二輪車…車検証、ナンバープレート、
印鑑を持って徳島市応神町応神産業団地内軽自動車
協会（☎684・2010）へ。

③二輪小型自動車（251㏄以上の二輪車）…車検証、　
ナンバープレート、印鑑を持って同産業団地内四
国運輸局徳島運輸支局（☎050・5540・2074）へ。

※名義変更手続きの場合は、①…新旧所有者の印鑑
　のみ、②・③…車検証と新所有者の住民票も必要

問 市役所税務課市民税担当 ☎684・1070

■第18回うずしお福祉フェスティバル＆第12回市民活動交流研修会 参加無料
　障がいを持つ人たちと「共に生きる」まちづくりを
推進し、障がい者福祉の向上を目指すこと、市民活
動に関わる者が互いに語り学び合い、社会貢献活動
のさらなる発展に寄与することを目的として同時開
催します。（手話通訳・要約筆記あり）

【と　き】 ２月９日（日）午後０時30分～4時
【ところ】 キョーエイ鳴門駅前店４階
【内　容】
■ お楽しみ広場　午後０時50分～
　・大正琴演奏　 ・鳴門高校ヒップホップダンス
　・保育士ヒーローブレイクショー
■ 意見発表　午後１時50分ごろ～
　・板東の丘　・JCIテレワーカーズネットワーク
■ 地区自治振興会活動報告　午後２時10分ごろ～
　・「わんぱくこんぴら相撲大会」木津神地区　
　・「徳島ヴォルティスと花のまちづくり」川東地区

■ ボランティア・NPOマッチングフェア
　 市民活動紹介パネルを２月13日(木)まで展示。 　 
　 入会相談もできます。 ※同フェアのみ午前11時から。
■ 福祉機器展や手芸コーナー、バザーなど楽しい催
　 しが盛りだくさん。

■ 記念講演　午後２時30分～
移動スーパーとくし丸が見た、
　　　　　地域の現状と課題
～ 一緒に地域の買い物支援
　 　　　　　　　を考えよう！～
　【講　師】 
　株式会社とくし丸
　代表取締役 住友 達也 氏

問 市役所市民協働推進課 ☎684・1189

団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 
矢倉Ｇ 2 6,900～10,300円 ４階建 2DK・30．7㎡ 
高島Ｂ 3 26,400～39,300円 ４階建 3DK・66．0㎡ 

優先住宅
矢倉Ｂ 2 9,900～14,800円 ４階建 3DK・40．8㎡

川崎第２ 1 18,600～27,800円 平 屋 3LDK・79．4㎡

　詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当（☎684･1162／
FAX684・1343）までお問い合わせください。
※矢倉団地には駐車場がありません。矢倉団地Ｇ棟は単身入
　居可（条件あり）。矢倉Ｂは母（父）子や多子、精神障がい
　者で構成される世帯が対象です。
※川崎第２はバリアフリー化しており、身体障害者手帳１･２級
　を所持している方を含む世帯が対象です。
※受付・抽選時にいない場合は無効となります。（時間厳守）

■市営住宅の入居者募集　【受付日】２月12日（水）、13日（木）   【入居日】４月１日（火）から

  ■  自動交付機による各種証明書
現　状 ４月１日以降

１通350円 １通250円

  ■  軽自動車登録用住民票
現　状 ４月１日以降

無　料 窓　　　口 １通350円
自動交付機 １通250円
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■飲用井戸を正しく管理
　井戸水を飲用として利用している場合は、設置者
の方に飲用井戸の衛生管理を行う責任があります。
以下の点に注意し、適正な管理に努めましょう。
【衛生管理の注意点】

▼  飲用井戸の周辺に、みだりに人畜が立ち入らない
　ように適切な措置をしましょう。

▼  飲用井戸の構造（ポンプ、井戸のふた、水槽など）
　や周辺の点検を定期的に行い、清潔な状態の保持
　に努めましょう。

▼  定期的（１年以内に１回）に水質検査を受けましょう。

▼  飲用井戸を新たに設置する場合は、汚染防止のた
　め、　設置場所や設備などに十分配慮しましょう。
問 市環境政策課 ☎683・7571

■ごみの回収・処理にご協力を
◆資源ごみ回収団体に報奨金を交付
　市では資源ごみを回収する団体に、その量に応じ
て報奨金やビニール袋を交付しています。対象は営
利を目的とせず、市内一般家庭から出る下表の品目
を回収する団体（町内会や自治会、子供会、婦人会
など）です。
　報奨金交付には事前の登録が必要となります。皆
さんの地域でも資源ごみ回収を始めてみませんか。

◆電気式生ごみ処理機の購入補助
　今までに補助を受けたことのな
い世帯と、前回補助受給日から５
年以上を経過している世帯を対象
に、購入金額の２分の１、上限
20，000円を補助します。
　処理機購入前に市クリーンセン
ター廃棄物対策課または市役所市民協働推進課にあ
る申請用紙に、処理機の型番、購入予定金額、購入
店（鳴門市内に限る）を記入し、同課に申し込んでく
ださい（押印は朱肉を使う印鑑で）。
※申請前に処理機を購入すると補助を受けることが
　できませんので、ご注意ください。前回の受給年
　月日が不明な場合は、下記までお気軽にお問い合
　わせください。
問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

■国民健康保険「脳・人間ドック」募集
　鳴門市国民健康保険では、今年も脳ドック・
人間ドックの募集を行います。

【募集期間】 ２月17日（月）～21日（金）
【 対 象 者 】 昭和15年４月２日～60年４月１日生まれ
の国民健康保険の被保険者で、平成25年12月までの
国民健康保険料の未納がない方。申請時に国保の被
保険者であっても健診日までに被保険者でなくなっ
た方は受診できません。

【自己負担額】 受診費用の２割（1,000円未満切り捨て）
【問・申し込み】 被保険者証を持参の上、市役所保険
　　　　　　　 課保険管理担当（☎684･1204）へ。
※申込者多数の場合は抽選を行い、結果を４月上旬に
　お知らせします。脳ドック・人間ドックいずれか１つ
　のみ受診できます。なお、40歳以上の方の健診結果
　は、特定健診のデータとして使用します。

報奨金は１㌔につき５円

品目 新聞紙、雑誌、ダンボール、雑がみ（※）、
アルミ缶、スチール缶、古布類

※家庭から発生する紙・板紙で、新聞、雑誌、ダンボール、
　飲料用パック以外のものです。

　高齢者の肺炎の原因となる病原体の中で最も頻度
の高い「肺炎球菌」。市では、肺炎の予防に有効とさ
れている肺炎球菌ワクチンの接種費用の一部負担を
実施しています。
　このワクチンには、肺炎球菌による肺炎の予防や、
かかっても軽い症状ですむ効果がありますが、全て
の肺炎を予防するものではありません。なお、同ワ
クチンは任意の予防接種であり強制ではないので、
必要性などをよく理解した上で、接種しましょう。

【接種場所】
　市と契約した医療機関で接種した場合に接種費用
の一部を負担します。
※対象の病院は市役所保険課へお問い合わせください。

【負担額】
　ワクチン接種に要する費用のうち、一人あたり
3,000円を市が負担します。

【接種期間】 平成26年３月31日（月）まで

【申込方法】
　平成26年３月14日（金）までに、市役所保険課、各
連絡所に配置している申請書に必要事項を記入し、
市役所保険課窓口へお申し込みください。
　なお、電話やファクスによるお申し込みはできま
せんのでご注意ください。
※申込者には順次、市役所保険課から「高齢者肺炎
　球菌ワクチン予防接種に関する承認書」、「高齢者
　肺炎球菌ワクチン予診票」を送付します。
問 市役所保険課 ☎684・1204

■ 肺炎球菌ワクチン接種費用の一部を負担

①徳島県後期高齢者医療広域連合
　の被保険者　
②本市の住民基本台帳に登載されている方
③過去に同ワクチン接種を受けていない方
　などの条件があります。（予防接種日時点）

対象者（以下を全て満たす方） 
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組
合

【
定

員
】30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】５
０
０
円

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

【
申
し
込
み
】２
月
６
日（
木
）ま
で
に
電

話
、
電
子
申
請（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
）も
し
く
は
直
接
、
市
役
所
農
林

水
産
課（
☎
６
８
４・１
１
５
２
）へ
。

生
活︵
暮
ら
し
︶

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
・
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
・

　
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド（
全
て
無
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
乳
児
用
歩
行
器 

問 

市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

　
働
い
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
も
学
校

も
行
っ
て
い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
家
族
か
ら

の
相
談
も
可
）

【
と
き
】２
月
10
日（
月
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階

　
　
　
　 

小
会
議
室

問 

と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョン 

☎
６
０
２･

０
５
５
３

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

【
と

き
】２
月
12
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

【
内

容
】相
続
登
記
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問 

徳
島
県
司
法
書
士
会

　 

☎
６
２
２･

１
８
６
５

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）」を
開
催
し
ま
す
。

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ２月14日㈮ 午後１時～４時 市役所本庁舎１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）
人 権 相 談 ２月21日㈮ 午後１時30分～４時30分 市役所本庁舎１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）

（ 電 話 相 談  ☎684・1548）
成年後見制度相談 ２月1₉日㈬ 午後１時30分～３時30分（基本予約） 市役所本庁舎１階市民相談室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）

女 性 相 談
月～金曜　午前８時30分～午後５時 女性子ども支援センター 女性子ども支援センター

（☎684・1413）２月12日㈬ 午後１時～４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室
心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時～午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月～金曜（祝日を除く）午後１時～６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月～金曜（祝日を除く）午前９時30分～午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。

今月の納期
国民健康保険料　　　　第９期
介護保険料　　　　　　第９期
後期高齢者医療保険料　第７期
２月28日（金）までに市役所保険課または
指定金融機関で納めてください。

２月第一土曜日市民課開設のお知らせ
■２月１日（土） 午前８時30分～午後０時30分
【取り扱い業務】戸籍謄抄本・除籍謄抄本交付、住民票
の写しなど交付、印鑑登録証明書交付、印鑑登録業務
※住所の異動はできませんので、ご注意ください。

問 市役所市民課 ☎684･1135
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６
８
４・１
１
７
５
）へ
。

■
次
の
２
カ
所
で
開
催

▼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
３
階

【
と

き
】２
月
20
日（
木
）、27
日（
木
）、

３
月
６
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
定

員
】20
人

【
申
込
締
切
】２
月
13
日（
木
）

▼
瀬
戸
公
民
館

【
と

き
】２
月
21
日（
金
）、28
日（
金
）、

３
月
７
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
定

員
】20
人

【
申
込
締
切
】２
月
14
日（
金
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
講
座

～
自
分
で
で
き
る
お
手
軽
運
動
講
座
～

　
徳
島
県
鳴
門
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・有
酸
素
運
動
な
ど
、

実
践
を
交
え
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
鳴
門
公
民
館

【
と

き
】２
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

【
講

師
】竹
田 
絵
里
さ
ん

▼
里
浦
公
民
館

【
と

き
】３
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

【
講

師
】福
池 

映
二
さ
ん

問 

市
役
所
健
康
づ
く
り
課

　 

☎
６
８
４・１
１
３
７

募
　
　
集

造
林
用
の
苗
木
の
あ
っ
せ
ん

【
種

類
】ク
ロ
マ
ツ
＝
56
・
５
円

ク
ヌ
ギ
＝
77
・
２
円
、
ヒ
ノ
キ
＝
88
円

環
境
学
習
館
の
各
種
教
室

　
両
教
室
と
も
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３

階
環
境
学
習
館
で
開
催
、
お
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館（
☎
６
８
３・７
５
６
８
）へ
。

■
ヘ
ル
シ
ー
＆
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
健
康
は
毎
日
の
食
卓
か
ら
！
　
健
康

栄
養
教
室
と
料
理
教
室
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

【
と

き
】３
月
６
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定

員
】20
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン
・
筆
記

用
具
　
※
材
料
費
５
０
０
円
必
要

【
申
込
締
切
】２
月
25
日（
火
）

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室（
全
２
回
）

　
思
い
出
の
布
を
使
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
ク
ッ
シ
ョン
、
座
布
団
カ

バ
ー
を
作
って
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】２
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
３
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
定

員
】15
人
程
度

【
準
備
物
】布（
60
㌢
×
60
㌢
）２
枚
、
い

ろ
い
ろ
な
端
切
れ
、
裁
縫
道
具（
針
、
糸
、

は
さ
み
、
筆
記
用
具
）

介
護
予
防
教
室
　
参
加
者
募
集

シ
ル
バ
ー
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

【
対

象
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

【
準
備
物
】エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

【
材
料
費
】３
０
０
円（
１
０
０
円
×
３

回
分
）※
初
回
に
３
回
分
集
金

【
申
し
込
み
】市
役
所
長
寿
介
護
課（
☎

【
申
し
込
み
】２
月
12
日（
水
）ま
で
に
苗

木
の
種
類
、本
数（
30
本
以
上
）、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
市
役
所
農
林
水
産

課（
☎
６
８
４･

１
１
５
４
）へ
。

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種

目
】①
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）…

18
～
34
歳
未
満
　
②
予
備
自
衛
官
補

（
技
能
）…
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
者
　
③
幹
部
候
補
生

（
一
般･

技
術
）…
20
～
26
歳
未
満
　
④

幹
部
候
補
生［
歯
科･

薬
剤
］…
専
門
大

卒
20
～
30
歳
未
満（
薬
剤
師
は
28
歳
未

満
）　
⑤
任
期
制
自
衛
官
…
18
～
27
歳

未
満
の
男
子

【
申
し
込
み
】①
、
②
は
４
月
２
日
ま
で

に
、
③
、
④
は
２
月
１
日
～
４
月
25
日

［
必
着
］ま
で
に
自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務

所（
☎
６
８
５･

５
３
０
６
）へ
。

※
⑤
は
年
間
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

第
13
回
阿
波
え
ら
い
や
っ
ち
ゃ

　
　
　
　
　
　
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

【
と
き
】３
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）　

　
　
　
※
雨
天
決
行

【
集
合
場
所
】市
民
会
館

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】

　
▼
30
㌔
＝
午
前
８
時

　
▼
20
㌔
＝
午
前
９
時

　
▼
10
㌔
＝
午
前
10
時

　
▼
５
㌔
＝
午
前
10
時

【
参
加
資
格
】所
定
の
コ
ー
ス
を
歩
け
る

方（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】大
人
１
５
０
０
円
／
中
・
高

校
生
千
円
／
小
学
生
以
下
無
料

※
１
日
だ
け
の
参
加
で
も
同
額

【
申
し
込
み
】２
月
28
日（
金
）［
必
着
］ま

で
に
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
案
内
と
う

ず
し
お
会
館
１
階
に
配
置
し
た
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
便
振
込
で
。

問 

阿
波
え
ら
い
や
っ
ち
ゃ
ツ
ー
デ
ー

　
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
６
５
６・３
６
３
６

藤
岡
明
美
さ
ん
と
卓
球
を
楽
し
む
会

【
と

き
】２
月
22
日（
土
）午
前
９
時
～

【
と
こ
ろ
】市
民
会
館

【
準
備
物
】ラ
ケ
ッ
ト
、
卓
球
が
で
き
る

服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

【
参
加
料
】１
チ
ー
ム

（
３
～
４
人
）３
０
０
円

【
申
し
込
み
】２
月
14
日（
金
）ま
で
に
徳

島
市
南
昭
和
町
４
丁
目
44

−

27
　
榎
並

（
☎･

FAX
６
２
５・３
１
２
８
）へ
。

■市民チャンネル番組ガイド
テレビ広報なると

　 ▼２月１日～  ようこそ！鳴門市議会へ ▼２月16日～ 大江巳之助から受け継いだもの
鳴門ビデオボランティア制作番組

　 ▼２月１日～  一宮神社を訪ねて／板東 公（徳島市）
　 ▼２月16日～  板野街道を行く／豊田 三郎（板東）

放送チャンネル・時間
  ・テレビ鳴門１ （デジタル111ch／アナログ９ch）８、23時～
  ・テレビ鳴門２ （デジタル121ch／アナログ23ch）12、16、21時～ （デジタル122ch）7、18、22時～

WeLoveなるとまちづくり活動応援補助金事業

お抹茶に親しもう
　お茶の作法を知らなくても
大丈夫。日本の伝統文化である「茶道」を
親子で体験してみませんか。

【と　き】 ２月12日（水）　※参加無料
　　　　 午前10時30分～11時30分

【ところ】 斎田公民館３階
問 子育てサロン・ほっぺ 黒田 090・2895・2870
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ス
ポ
ー
ツ

健
康
と
く
し
ま
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
リ
ー

鳴
門
町
う
ず
し
お
歩
け
歩
け
運
動

【
と

き
】２
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

　
　
　
　
午
前
10
時
出
発

【
集
合
場
所
】ウ
チ
ノ
海
総
合
公

園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
前

※
参
加
予
定
２
０
０
人

【
参
加
費
】無
料（
参
加
賞
あ
り
）

※
鳴
門
町
外
の
方
の
参
加
賞
は
町
外
分

　
と
し
て
先
着
１
０
０
人
限
り
。

【
問・申
し
込
み
】２
月
14
日（
金
）ま
で
に

鳴
門
公
民
館（
☎
６
８
７・
１
５
２
８
）

へ
。
※
当
日
参
加
も
可
。

催
　
　
し

賀
川
豊
彦
と
ブ
ラ
ジ
ル

　
　
　
～
ユ
バ
農
場
を
訪
ね
て
～

【
と

き
】２
月
８
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】賀
川
豊
彦
記
念
館

【
講

師
】四
国
大
学
経
営
情
報
学
部

　
　
　
　
教
授 

萩
原 

八
郎 

氏

【
参
加
費
】無
料
。
入
館
料
が（
大
人
２
０

０
円
）必
要
で
す
。

※
同
日
、
午
前
10
時
か
ら
同
記
念
館
で
　

読
書
会
も
あ
り
。
詳
し
く
は
左
記
へ
。

問 

同
記
念
館
☎
６
８
９・５
０
５
０

堀
江
公
民
館
ま
つ
り

　
社
交
ダ
ン
ス
・
日
舞
や
堀
江
北
・
南

小
学
校
の
児
童
作
品
な
ど
を
展
示
。

【
と

き
】２
月
9
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】堀
江
公
民
館

問 

堀
江
公
民
館 

☎
６
８
９・０
０
４
０

第
６
回
鳴
門
ウ
チ
ノ
海
公
園
ひ
な
祭
り

【
と

き
】２
月
15
日（
土
）～
３
月
16
日

（
日
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
火
曜
休
館

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内

容
】約
１
５
０
０
体
の
人
形
を
８

段
に
飾
る
ほ
か
、
ケ
ー
ス
入
り
人
形
や

５
段
飾
り
人
形
を
飾
り
ま
す
。

※
３
月
２
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
ぜ
ん

ざ
い
の
接
待（
先
着
６
０
０
食
）あ
り
。

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

　
☎
６
８
７・３
１
７
５

板
東
よ
り
あ
い
ふ
れ
あ
い
福
祉
研
修
会

　
板
東
地
区
自
治
振
興
会
福
祉
部
と
地

域
の
福
祉
関
係
団
体
に
よ
る
、
高
齢
者

問
題
を
考
え
る
た
め
の
研
修
会
。
こ
れ
か

ら
の
こ
と
を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と

き
】２
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
と
こ
ろ
】板
東
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
旧
川
崎
幼
稚
園
）

※
駐
車
場
は
旧
川
崎
小
学
校
運
動
場
。

【
内

容
】

◆
酒
井
美
里
さ
ん（
マ
レ
ー
シ
ア
国
立

サ
ラ
ワ
ク
大
学
音
楽
科
常
勤
講
師
）

ら
に
よ
る
記
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
基
調
講
演「
み
ん
な一緒
に
～
地
域
の

中
で
共
に
生
き
る
～
」［
講
師
］Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
会
や
ま
び
こ

へ
る
ぷ 

酒
井
や
よ
い
理
事
長

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
な
ど

問 

同
セ
ン
タ
ー
☎
６
８
９・２
７
６
７

フ
リ
ー
デ
ン
ス
フ
ェ
ス
ト

　「
ド
イ
ツ
国
際
平
和
村
」支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
募
金
と

収
益
金
を
平
和
村
へ
寄
付
し
ま
す
。

【
と

き
】２
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

【
内

容
】ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
と
読
み

聞
か
せ（
２
回
公
演
）、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ（
要
予
約
、
オ
イ
ル
代
５
０
０

円
必
要
）な
ど
。

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
１
階

【
入
場
料
】千
円（
小
中
高
５
０
０
円
）

問 

市
ド
イ
ツ
館 

☎
６
８
９･

０
０
９
９

春
の
渦
開
き

【
と
　
き
／
と
こ
ろ
】３
月
1
日（
土
）／

・
う
ず
し
お
汽
船 

午
前
10
時
15
分
～

・
う
ず
し
お
観
潮
船 

午
前
10
時
40
分
～

【
内

容
】港
で
セ
レ
モ
ニ
ー
、
海
上
で

安
全
祈
願
の
神
事
を
行
い
ま
す
。
乗
船

者
へ
の
鳴
門
ワ
カ
メ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
※
数
に
限
り
あ
り
。

問 （
一
社
）鳴
門
市
う
ず
し
お
観
光
協
会

　
☎
６
８
４・１
７
３
１

市
文
化
会
館
自
主
事
業「
ス
ー
パ
ー
戦

隊
レ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
イ
ブ
２
０
１
４
」

【
と

き
】３
月
２
日（
日
）

１
部
開
演
：
午
前
10
時
30
分（
開
場
10
時
）

２
部
開
演
：
午
後
２
時（
開
場
１
時
30
分
）

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
前
売
料
金
／
当
日
料
金
】２
５
０
０
円

（
税
込
）／
２
８
０
０
円（
税
込
）

※
２
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
で
、
膝
上
鑑

　
賞
の
方
は
無
料
。

問 

市
文
化
会
館 
☎
６
８
５･

７
０
８
８

２月の市文化会館駐車制限日程

※18日は市老人福祉センター利用者のみ駐車可。
　それ以外の日は市文化会館利用者のみ駐車可。

◆２日（日）9：00 ～ 17：00
◆６日（木）9：00 ～ 17：00
◆９日（日）9：00 ～ 17：00

◆16日（日）9：00 ～ 17：00
◆18日（火）8：30 ～ 17：00
◆23日（日）9：00 ～ 22：00

■北灘中学校閉校式
　昭和22年創立「鳴門市北灘中学校」は、平成25年度末をもって瀬戸中学校と統合し、
67年の歴史に幕を閉じます。閉校式は次の日程で行います。
【と　き】 ３月16日（日） 午前９時30分～11時50分（予定）
　　　　 ※９時15分までに入場を。式後、午後４時まで学校内を見学できます。
【ところ】 北灘中学校体育館　※駐車場は同校運動場。
　閉校式に参加ご希望の方は、はがきに右記の記入例を参考に必要事項を記入し、
２月19日（水）までに下記へ郵送してください。
【送付先】 〒771・0373  鳴門市北灘町大浦字東浦75  北灘中学校 閉校式事務局 宛

（はがき記入例）

問 北灘中学校 ☎682・0012 北灘中学校閉校式に
参加希望します
氏名、年齢、郵便番号、
住所、電話番号
※卒業生の方は卒業年度
　もしくは、何回卒業か
　もご記入ください。

市外在住の同校卒業生の
皆さんへの、閉校式の周
知にご協力ください。

18平成26年２月号



美
術
館
と
遊
ぼ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

第
４
回「
う
み
だ
そ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！
」

今
回
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
が
テ
ー
マ
！

【
と

き
】３
月
２
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】大
塚
国
際
美
術
館

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】内
藤
隆
さ
ん

（
鳴
門
教
育
大
学
）

【
募
集
人
数
】小
学
３
～
６
年
生
の
40
人

（
先
着
順
） 
※
参
加
費
８
０
０
円（
入
館

料
、
材
料
費
、
保
険
料
を
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て

も
い
い
服
装
、
弁
当
か
昼
食
代
５
０
０
円

【
問・申
し
込
み
】２
月
４
日（
火
）～ 

７

日（
金
）の
間
に
市
役
所
子
ど
も
い
き
い

き
課（
☎
６
８
４・１
５
３
７
）へ
。

図
書
館

■「
大
毛
島
で
拾
え
る
貝
」ロ
ビ
ー
展

【
と

き
】２
月
１
日（
土
）～
16
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】１
階
ロ
ビ
ー

■
鳴
門
市
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

【
と

き
】２
月
12
日（
水
）～
27
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】１
階
ロ
ビ
ー

■
ベ
ニ
ウ
ズ
展

【
と

き
】２
月
20
日（
木
）～
23
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】３
階
展
示
室

■「
ふ
く
ろ
う
の
森
」の
催
し

　
事
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ふ
く
ろ
う
の

森
」（
☎
６
８
５･

０
３
８
９
）へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼「
枕
草
子
」を
読
む

【
と

き
】２
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】２
階
視
聴
覚
室

【
定

員
】50
人
※
先
着
順

【
資
料
代
】１
０
０
円
※
当
日
集
金

【
講

師
】世
羅 

博
昭
さ
ん（
鳴
門
教
育

大
学
名
誉
教
授
、四
国
大
学
名
誉
教
授
）

▼
誰
で
も
で
き
る
！

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
画
像
編
集

【
と

き
】２
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
と
こ
ろ
】２
階
視
聴
覚
室

【
定

員
】15
人
※
先
着
順

【
費

用
】１
０
０
円（
当
日
集
金
）

【
講

師
】ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
鳴
門
店

　
　
　
　
講
師
ス
タ
ッ
フ

■
２
月
の
休
館
日
　
▼
３
日（
月
）

　
▼
10
日（
月
）　 

▼
11
日（
火
・
祝
）

　
▼
17
日（
月
）　 

▼
24
日（
月
） 

　
▼
28
日（
金
）【
館
内
整
理
日
】

問 
市
立
図
書
館 

☎
６
８
５･

０
２
５
５

　
／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し 

※
入
場
無
料

画
家「
石
原
弘
」の
回
顧
展

～
も
ろ
と
も
に
し
の
ぶ
面
影
忘
れ
じ
と
～

　
東
光
会
会
員
で
数
々
の
賞
を
受
賞

し
、
平
成
元
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
石
原

氏
の
絵
画
と
詩
な
ど
の
遺
作
約
30
点
を

展
示
。

【
と

き
】２
月
19
日（
水
）～
25
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街
☎
６
８
５・３
５
４
３

鳴
門
書
道
協
会
作
品
展

　
協
会
員
に
よ
る
レ
ベ
ル
の
高
い
力
作

約
50
点
を
展
示
。

【
と

き
】２
月
28
日（
金
）～
３
月
２
日

（
日
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街
☎
６
８
５・３
５
４
３

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】
●１月30日（木）～２月２日（日）本命・対抗バトル競走　●７日（金）～11日（火・祝）「若手・ベテラン・女子」ボートレースバトル競走
●19日（水）～23日（日）60年間ありがとう競走

【場外発売】 ●１月30日（木）～２月２日（日）GⅠ周年記念競走［住之江］ ●７日（金）～11日（火・祝）GⅠ近畿地区選手権競走
［住之江］ ●９日（日）～11日（火・祝）GⅠ四国地区選手権競走（昼間のみ）［丸亀］ ●15日（土）・16日（日）GⅠ中国地区選手権競
走［下関］ ●15日（土）・16日（日）GⅠ東海地区選手権競走［常滑］ ●19日（水）GⅢ女子リーグ戦競走［尼崎］ ●20日（木）～23日

（日）GⅠ周年記念競走［戸田］
【エディウィン鳴門】２月５日（水）は休館します。
本場は、２月23日を最後に約２年間の休催期間に入ります。休催期間中もエディウィン鳴門では場外発売を発売します。

■農業委員
　選挙人名簿の縦覧

【とき】２月23日（日）～３月９日（日）
　　　午前８時30分～午後５時
　　　※土・日曜日を除く。

【ところ】市選挙管理委員会事務局
　　　　（うずしお会館4階）
問 市選挙管理委員会事務局
　 ☎684・1178

■ 第28期鳴門うずしお大使募集
　鳴門市うずしお観光協会では、観光キャンペーンや鳴門市阿波おどりなどで

「観光都市鳴門」をPRしていただく『鳴門うずしお大使』を募集します。

【募集人数】 ２人
【任　　期】 平成26年４月１日から２年間
【応募資格】 徳島県内在住の満18歳以上（平成26年４
月１日現在）の方で、うずしお大使として観光行事
などに参加でき、芸能プロダクションなどと専属
契約のない方。（男女問いません）

【応募方法】 応募用紙に必要事項を記入し、写真１
枚（カラーサービス判の正面写真）を添えて下記へ
提出してください。自薦他薦は問いません。応募
用紙は２月１日から同協会、市役所本庁舎１階案内などに配置。詳しくはHPを。

【募集期間】 ２月１日（土）～28日（金） 《 当日消印有効 》
【選考方法】 書類審査と面接審査
【賞　　金】 10万円ほか多数副賞
※大使に選ばれた方の推薦者には
　賞金5,000円を進呈します。
　（推薦者全員に粗品を進呈）　

   　　　　（一社）鳴門市うずしお観光協会
〒772・0003 鳴門市撫養町南浜字東浜165－10
☎684･1731／FAX684･1732
HP  http://www.naruto-kankou.jp

応募先
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　「野菜チカラとおいしさ再発見」をテーマに栄養教
室を開催。地元の旬の野菜をたっぷり使ったレシピ
の調理や試食などの実習を交えながら、みんなで楽
しく学んでみませんか。

【と　き】３月４日（火）
　　　　 午前９時30分～午後１時30分

【ところ】勤労青少年ホーム３階　調理実習室

OneDay ヘルシークッキング教室
～おいしく食べて健康づくり～

【対　象】市内在住の方20人程度（先着順）
【参加費】1,000円
【申し込み】官製はがき、ファクス、Eメールいずれか
の方法で、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号
を記入し、２月１日（土）～14日（金）までの間に市役所
健康づくり課へお申し込みください。お問い合わせ
は栄養指導担当まで。

　保健師・管理栄養士などが皆さ
んの相談に応じます。

【内容】血圧、体脂肪、骨密度などの
測定。健康、育児、栄養、離乳食相談。

【開所日時】月～金（祝日を除く）
　　　　　午前９時～午後５時
２月24日（月）は糖尿病相談の日
２月28日（金）は栄養相談の日
※各相談は事前に健康づくり課へお
申し込みを。また、健診・血液検査
結果をお持ちの方は持参ください。

健康相談プラザお元気ＳＵＮＲＯＯＭ

市役所健康づくり課
〒772-8501  撫養町南浜字東浜170
母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
FAX   684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い合わせ先

２月の休日当番医

２日（日） だいとうレディースクリニック（大桑島） [産婦・内] ☎683・1588
９日（日） 今井メンタルクリニック（黒崎） ［精・心・内］ ☎683・1552
11日（火・祝） 北田医院（明神） ［内・胃・泌］ ☎683・7050
16日（日） えだがわ小児科（三ツ石） [小] ☎687・0930
23日（日） 板東診療所（板東） [内・小・呼] ☎689・1252
３月２日（日） 岩朝病院（立岩） [内・外・泌尿] ☎685・8855
　受診は救急患者に限られ、往診はできません。また、当番医は予告なく変
更されることがあります。お問い合わせはテレホンガイド（☎685・3322）へ。
※午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。

２月乳幼児健診日程 （ところ：老人福祉センター 3F）

実 …実施日　対  …対象児（誕生月）　受 …受付時間
■３歳児健診  実２月14日㈮   対 平成22年８月生   受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ２月20日㈭   対 平成24年８月生   受 12：30～13：00
■９か月児健診  実２月13日㈭   対 平成25年４月生   受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ２月13日㈭   対 平成25年９月生   受 13：10～13：30
■股関節脱臼検診  実２月21日㈮   対 平成25年10月、12月生   受 12：40～13：00
■聴力検査（ところ：市役所共済会館３階）  実２月26日㈬   受 9：30～
　対１歳６か月児健診を受診した方で、聴力検査を希望する方。

【平日・土曜】 午後６時～11時
【日曜・祝日】 午前９時～午後11時

野菜をたっぷり食べよう
　生活習慣病を予防・改善するには、適度な運動とバ
ランスのとれた食生活が大切です。食生活では自分の
適量を知り、さまざまな食品を組み合わせて食べること
が重要です。特に野菜は、「１日350ｇ以上食べましょう」
とよく耳にしますが、不足気味の方が多くみられます。
　なぜ野菜を食べなくてはならないのでしょうか。こ
の機会に野菜について考えてみましょう。

　野菜に含まれている栄養素は、体内で多くの大切な
働きをしています。その主な働きは次のとおりです。
１．丈夫な体をつくる　　　
　野菜に多く含まれるビタミンＣは、細胞同士をつなぐ
コラーゲンの合成に関わっており、皮膚や骨、血管、
筋肉を強くします。また、緑黄色野菜に含まれるβ―カ
ロテンは、体内に入るとビタミンＡに変わり、細胞が新
しく入れ変わるときに必要な栄養素として働きます。

料 理 ★
教 室

２．高血圧症の予防
　野菜にはカリウムが多く含まれており、高血圧の原
因の一つとなるナトリウムを体外に排泄して血圧の上昇
を防ぎ、血管を守ります。
３．骨粗しょう症の予防
　カルシウムは骨や歯の形成に欠かせない栄養で、小
松菜や春菊などの葉物野菜に多く含まれています。
４．糖尿病や脂質異常症などの予防
　豊富に含まれる食物繊維は、糖質やコレステロール
の吸収を緩やかにする働きがあり、食後の急激な血糖
値の上昇を防ぎます。また、野菜はカロリーが低いの
でダイエットの強い味方にもなります。

　このように野菜には、私たちの体に必要な栄養素が
たくさん含まれています。ぜひ毎回の食卓に野菜料理
をもう一皿増やしましょう。

健 康 コ
ラ ム
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　１月１日、鳴門町の大毛海岸で鳴門大凧保存
会が恒例の初日の出凧揚げを行いました。
　干支（えと）にちなんだ「馬」を描いた直径４㍍
のわんわん凧が朝日輝く大空に。天候にも恵ま
れ、約150人の見物客
は振る舞われた雑煮
や干物を味わいなが
ら、凧を見て歓声をあ
げたり、写真を撮った
りと、それぞれの新春
を楽しみました。

新春の空に馬　大凧が舞う

昭和45年
（1970）

　「パン、パン、パン・・・威勢よくあがる打
ち上げ煙火。青空を彩る５色の風船。発車の
ベルにどっとわき上がる拍手と歓声、ブラス
バンドの演奏が高らかに鳴り響きました。」（広
報なると昭和45年３月号掲載）
　昭和45年２月18日、市民待望の新鳴門駅
が始発から開業して発車祝賀式が行われ、新
駅一帯は喜び一色に包まれました。
　祝賀式は新駅ホームに国鉄や市の関係者ら
約50人が集まり、陸橋や駅の周囲には桑島小
学校児童、一般市民ら数百人が詰めかける
中、午前11時34分発徳島行きの乗務員に市
から花束を贈呈。拍手のうちに谷市長と高崎
徳島運輸長が紅白のテープにハサミを入れ、ディー
ゼルカーは第一中学校ブラスバンド部の奏でるマー
チに送られ新駅を発車しました。
　斎田・桑島の塩田を埋め立てて新しい都市づくり
を進める撫養土地区画整理事業の中心となったの
は鳴門駅の移転でした。旧駅は商店街に近く、列
車の入れ替え時の踏切停止による混雑や駅前でカ
ギ型に曲がった国道は交通量が増加するにつれ、し
ばしば交通渋滞をおこすなど、市民生活に支障を来
していました。そこで市は国鉄と協議をし、区画整

理を機に駅を北に300㍍移転しました。
　駅の移転後、長年にわたって親しまれてきた旧駅
の取り壊し工事が始まり、新駅前広場にはバスター
ミナルや緑地帯が相次いで完成するなど、「観光鳴
門」の玄関口としての装いが整いました。年末には
旧駅跡地から八千代橋までの国道付け替え工事も
完成し、直線化された国道は交通渋滞が解消され
ました。写真奥の駅西造成地にはまだ、建物が見
あたりませんが、その後、急速に開発が進み、新し
い商業地、住宅地として発展しました。

１月１日

　第一小学校と鳴門中学校で１月16日、一昨年の
国民文化祭を契機に結成された「とくしま記念オー
ケストラ」の団員によるスクールコンサートが、自
治総合センターなどの助成を受け開かれました。
　東京交響楽団などの第
一線で活躍する金管奏者
５人が10数曲を披露。最
終曲後にはアンコールも
あり、児童らはプロの迫
力ある生演奏に聴き入っ
ていました。

プロの演奏に小中学生感動１月16日

大凧を一目見ようと観光客の姿も 鳴門中でのコンサートの模様

　ＪＲ鳴門駅で１月17日、開発中の自己充電型バッテリー電車
「Smart BEST」走行試験の出発式が開催されました。
　同車両は、大容量のバッテリーに蓄電した電気でモーターを
動かして走行。騒音や振動がほとんどなく、省エネと環境に
配慮し開発されています。
　式後には試乗会も行われ、一般公募で選ばれた22人の方が
徳島駅まで試乗。最新車両の快適な走りを体験しました。

最新車両、鳴門駅から走行試験
鳴門ー徳島間で「Smart BEST」試乗会開催

１月17日

出発の時を待つ開発中の「Smart BEST（スマートベスト）」
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成
人
の
日
前
日
の
１
月
12
日
、
新

し
く
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

６
０
７
人
の
う
ち
、
４
４
３
人（
男
性

２
０
５
人
、
女
性
２
３
８
人
）が
出
席
し
、

鳴
門
市
成
人
式
が
市
文
化
会
館
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
金
磯 

辰
哉
さ
ん（
北
灘
町
）が
泉
市
長
か
ら
祝

文
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、｢

は
た
ち
の
主
張｣

の
入
賞
者
が
表
彰
さ

れ
、
市
長
賞
の
福
有 

紗
季
さ
ん（
撫
養
町

黒
崎
）が
作
品
を
発
表
。
自
身
の
体
験
を

通
し
た
思
い
の
こ
も
っ
た
発
表
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
後
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
た
ち
は
、
友
人
同
士
談
笑
し
た

り
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

大人としての決意を胸に
平成26年  鳴門市成人式

新成人へインタビュー

あなたの

　夢・目標 は？

看護師を目指す
（左・原 稚果さん）／
保育士になる

（新居 礼菜さん）

マルチメディアクリエー
ター（左・吉村 雅史さん）
／何事にも全力で取り組
む大人に（吉田 祐也さん）

かっこいいキャリア
ウーマンに（左・楠本 
祐加さん）／親孝行（信
田 実香）

Coming‐of‐age
ceremony

市長賞以外の入賞者

　 ▽  市議会議長賞
　　 富永 　美咲さん
　　 （鳴門町高島）

　 ▽  市教育委員長賞
　　 米谷 万由美さん
　　 （撫養町斎田）

22平成26年２月号



う
気
持
ち
よ
り
も
不
安
の
方
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
少
し
ず
つ
言
わ

ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
始
め
、

言
葉
だ
け
に
頼
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

だ
け
で
な
く
、
ジ
ェス
チ
ャ
ー
を
交
え
た

り
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
伝
え
て
み
た

り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
っ
て
い
く

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
イ
ル
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
あ
た
り
ま

え
に
し
て
い
る
行
為
が
、
彼
ら
に
と
って

は
と
て
も
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
が
共
通
し
て
持
っ

て
い
る
も
の
は
、
困
難
に
負
け
ず
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
挑
戦
し
て
い
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
あ
り
、
そ
ん
な
彼
ら
を
私
は

本
当
に
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
始
め
て
自
分
の
中
の
意

識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
街
中
で
困
って
い

る
人
を
見
か
け
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に

自
発
的
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル

私
は
大
学
１
年
生
の
秋
か
ら
、
知

的
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

（
移
動
支
援
）の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
大
学
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
の
張
り
紙
を
見
て
、
私

も
何
か
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い

参
加
し
た
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
て
ま
だ
１
年
で
す
が
、
今
自
分

が
生
き
て
い
る
身
の
回
り
の
小
さ
な
世

界
が
大
き
く
広
が
り
、
自
分
の
意
識
を

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
の
、
と
あ
る
自

閉
症
の
方
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
時
の

事
で
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
で
こ
ち
ら
を
チ

ラ
チ
ラ
見
な
が
ら
、
く
す
く
す
と
笑
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

私
は
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た

こ
と
を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
今
の
世
の
中
が
、
ど
れ
ほ
ど
障

が
い
を
持
つ
方
々
に
と
っ
て
生
活
し
に
く

い
社
会
で
あ
る
の
か
を
悟
り
ま
し
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
私
も
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
障
が
い
者

の
方
に
対
し
て
、
そ
う
い
う
風
な
目
で

見
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
ガ
イ
ド
中
に

障
が
い
者
の
方
に
や
さ
し
く
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
電
車
の
乗
り
降
り

で
車
い
す
に
苦
戦
し
て
い
た
ら
助
け
て

く
だ
さ
っ
た
り
、と
て
も
温
か
い
社
会
の

一
面
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
、
初
め
は
言
葉
を
な
か
な
か
理

解
で
き
ず
、
う
ま
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
な
か
っ
た
分
、
楽
し
い
と
い

パ
ー
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
声
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
た
で
し
ょ
う
。
今
で
も
ガ
イ
ド
の
出
発
前

は
緊
張
と
不
安
で一杯
で
す
が
、
い
ざ
、
チ
ャ

イ
ム
を
鳴
ら
し
扉
が
開
く
と
、「
お
は
よ
う
」

と
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
だ
さ
る
姿
を
見
て
反

対
に
元
気
を
も
ら
って
い
ま
す
。

　
彼
ら
の
目
は
本
当
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
て
、
彼
ら
か
ら
得
た
も
の
は
私
の
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
が
で
き
て
い
る
の
は
、
良
き
理
解
者

で
あ
る
両
親
や
友
人
、
支
え
て
く
れ
た
周
り

の
方
々
の
お
か
げ
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で一杯

で
す
。
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社
会

の一員
と
し
て
、
障
が
い
者
の
方
々
か
ら
得
た

「
諦
め
な
い
心
」と「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」を

忘
れ
ず
、
障
が
い
者
に
対
す
る
偏
見
の
な
い

社
会
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
に
な
り

た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
全
て
の
人
が
過
ご
し
や

す
い
人
情
味
あ
ふ
れ
る
温
か
い
鳴
門
市
に
し

て
い
く
と
と
も
に
、
誰
か
の
役
に
立
つ
存
在

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成26年 鳴門市成人式

保健室の先生を目指す
（左・笹尾 知愛さん）／
管理栄養士を目指す

（藤井 美咲さん）

体操コーチになる
（左・松田 拳弥さん）
／仕事ができる大人
に（山田 悠太さん）

マイホーム（左・松下 
明弘さん）／一流企業に
就職（日下 信吾さん）

ケアマネージャーを目
指す（左・濱中 桜さん）
／理学療法士を目指す

（三木ひかるさん）

「移動支援から得たこと」
福 有  紗 季さん

（撫養町黒崎）

はたちの主張  市長賞
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市
民

の
う

ご
き

＝
 12月

31日
現
在

世
帯

数
 

26,363 世
帯

 （
前

月
よ

り
 10世

帯
減

 ） 
出

生
 

34人
 

死
亡

 
74人

人
　

口
 

61,392 人
 （

前
月

よ
り

 27 人
 減

 ） 
転

入
 

123人
 

転
出

 
110人

創業179年

学園に清楚を届けて 59年
学校規則を守った制服を販売しています。
ご安心してお買い求め下さい。(^^)

鬼はそと！福はうち!

社会福祉法人鳴寿会社会福祉法人鳴寿会社会福祉法人鳴寿会

鳴優荘・鳴愛荘鳴優荘・鳴愛荘鳴優荘・鳴愛荘 
看護職員・介護職員を募集中です。看護職員・介護職員を募集中です。看護職員・介護職員を募集中です。

特別養護老人ホーム

院内保育所「マーヤすだち保育園」完備

み
ん
な
で
お
誕
生
会

み
ん
な
で
お
誕
生
会

養護老人ホーム

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

第２回  鳴門市消防フェアー
【式　典】  午前10時～10時30分
・救助資機材搭載型車両引渡し
・携帯型デジタル簡易無線機引渡し　など

【イベント】
■撫養小学校金管クラブによる演奏とダンス
　  午前10時30分～10時50分

■救助隊員による救助訓練披露（写真①）
　  午前10時50分～11時

■車庫前各コーナー
　  午前11時～午後１時

集まれ！ちびっ子消防士

・地震体験車での地震体験
・はしご車搭乗体験 ※限定50人
・ちびっこ放水体験（写真②）
・ちびっこ綱渡り体験（写真③）

・煙ハウスでの煙体験
・気分は消防士（記念撮影）
※撮影用のカメラなどをお持ちください。
・防災教室（ＤＶＤ観賞）
・自転車シミュレーター
・お菓子のつかみ取り※子どものみ

① ②

③

３月１日（土）  
10:00～13:00
市消防庁舎前

昨年の模様

豚
汁
と
ア
ル
フ
ァ
ー

　
米
の
無
料
配
布
　
　

　
　
　
　
も
あ
る
よ
！

先
着
約
３
０
０
人

　
ま
で
な
の
で
、

　
　
お
早
め
に
♪

問 市消防本部
☎684・1332
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